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知的生産性向上のためのテレワークの取り組み 
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会議 

報告・ 
意思決定 

コミュニケー
ション 

資料作成 
情報・ナレッジ

共有 

チェンジワーキング 

生産計画
見直し 

実行指示 
担当業務１ 担当業務２ 

モニタリング 

設計 
変更 

業務プロセス改革（BPR） 

評価 

働き方  
 〓 業務プロセスに内在する知的活動を、行動様式から規定したもの 

業務プロセス 
  〓 業務の流れ・手順にそった活動 

働き方の変革とは？ 変革の対象領域（対象となる活動） 

業績の 

向上 
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意識・行動様式の変化 

新たな企業文化の浸透 

ビジョン・戦略の 

共有・浸透 

快適なオフィス環境の 

構築・提供 

ITを活用したワーク 

インフラの構築・提供 

人事制度・仕組みの整備 

ナレッジマネジメント＆ 

コラボレーションの推進 

ビジョン・ 

戦略 

業績の 

向上 

変革の対象領域（対象となる施策） 
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10年を超える実践 

 IBMでは、1999年からeWork制度（在宅勤務制度）の取組みを開始するとともに、勤務場所や勤務形態に柔軟性
をもたせる ワーク・フレキシビリティの実現･向上を行うために、オンデマンド・ワークスタイル（いつでもどこでも働く
ことができる勤務形態）の実践に取組んできました。 
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働き方と働く場をデザインする 

自
宅 

ビジター 
オフィス 

お客
様 

箱崎 

天
城 丸の内 

Fusion Zone 

Personal Zone 
Team Zone 

お客様と自社の持つ知識や能力を融合し、 

新しい価値を創造します。 

チーム内/外のコラボレーションを促進し、 

高い価値を効率的に創造します。 個人のワークライフバランスを尊重し、 

時間と場所の自由度を高めることで 

個人の作業効率を上げます。 
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効率性と生産性を求めて働く場所を選択し、 

 よりスピーディーに価値を創造する。 

 メンバーとのコラボレーションを促進する。 

 異なるチームの作業をより効率的に実施する。 

チーム内/外のコラボレーションを促進し、 

高い価値を効率的に創造します。 

創造性 

Creativity 

生産性 

Productivity 

コラボレーション 

Collaboration 

顧客関係 

Relationship 

革新性 

Innovation 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

Work/Life Balance 

お客様先PJTルーム 箱崎オフィス 

Team Zone 
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個人の作業スペース 

役員個室撤廃 

狙い・用途に合わせた会議室 
フリーアドレス化 

オフィスデザイン、オフィススペースのあり方の見直し 

Guest Room 
Cube 

Studio 
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お客様と自社の持つ知識や能力を融合し、 

新しい価値を創造します。 

創造性 

Creativity 

生産性 

Productivity 

コラボレーション 

Collaboration 

顧客関係 

Relationship 

革新性 

Innovation 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

Work/Life Balance 

天城ホームステッド 丸ビルオフィス 

(多目的プレゼンテーションエリア) 

 

快適性と非日常を追求した空間により、 

 お客様との関係を強化する。 

 お客様と新たな価値を創造する。 

 お客様が新たな視点・発想・気付きを持つことを助長する。 

Fusion Zone 
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Personal Zone 

自律したプロフェッショナルが個別に作業を実施する場合、 

 個人のWork/Lifeのバランスの適正化をサポートする。 

 個人で完結する作業をより効率的に実施する。 

 個人のプライバシーや価値観をサポートする。 

個人のワークライフバランスを尊重し、時間と場所の 

自由度を高めることで、個人の作業効率を上げます。 

サテライト ホームオフィス 

創造性 

Creativity 

生産性 

Productivity 

コラボレーション 

Collaboration 

顧客関係 

Relationship 

革新性 

Innovation 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

Work/Life Balance 
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ペーパーレス化 

情報収集効率 

向上 

資料収納 

スペース大幅 

削減 

フリーアドレス 

実現 

コラボレーション 

向上 

会議スタイルの 

変化 

（問題解決の場） 

ナレッジ 

マネジメント 

の本格化 

チェンジワーキングの出発点＝ペーパーレス化 
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情報 

作成･加工 

保存 

参照･閲覧 

流通 

デジタル 

デジタル 

社外 

個人の 

参照 

場所と時間 

からの解放 

デジタルで入手・管理できる情報は紙では持たない 
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デジタルで資料を作成する 

／情報を検索する 

印刷する 

バージョンごとに 

紙で保管する 

紙で報告する 承認済み資料を 

紙で保管する 

合意済み資料を 

紙で保管する 

会議のために 

コピーする 配布する 

見たいページを 

コピーする 

情報を探す 
考える 

決定事項を 

紙で保管する 

紙資料発生の典型的シーン 
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デジタルで資料を作成する 
／情報を検索する 

PCを使って報告 

PJTで内容確認 

PC上で考える 

バージョンごとに 
データで保管する 

印刷しない 

会議のための 
コピーをしない 

承認済み資料を 
データで保管する 

合意済み資料を 
データで保管する 

決定事項を 
データで保管する 

間接作業を削減 

PC上で検索する 参考資料を 
コピーしない 

ペーパーレス化の徹底で変わる仕事のシーン 
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社員1人当りの書類量 日本平均 8m  ⇔  0.13m 

10,000m 

5,000m 

一般オフィス 

16ｋｍ 
（2,000名） 

266m 

弊社オフィス 

情報共有化ポテンシャル 

情報の価値は使う人が決める 
（複雑なKMプロセスは不要） 

紙スペースの大幅削減（コンサルティング部門） 
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15 

“ソーシャル”は、５つめの技術革新  

メインフレーム 

分散 
コンピューティング 

PC 

インターネット  
ソーシャル  
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16 

製品ｻｰ
ﾋﾞｽ開発 

顧客との関係
の強化 

人財の可能
性を最大化 

業務運営 
 

人材開発 

従来型ビジネス 

ソーシャルビジネス 

•従来のチャネルを介した
「プッシュ」型 

•企業主体のブランド・イ
メージとメッセージ構築  

•コミュニティと顧客との対話を通
したブランド価値の構築 

•ロイヤリティーの確立 

 
•R&Dに投資 
•社内で新規アイデアの
創出、具体化 

•市場での可能性を検証 

•洞察を共有することによる、斬
新なアイデアの創出、市場投
入までの期間短縮、シェアの獲
得  

• eメールと電話が主な 
コミュニケーション 

•業務知識のサイロ化 

•迅速なビジネスの判断、機会の 
最大化、コストの削減を実現す
るために、プロフェッショナルな
ビジネス上の結びつきを活用  

ソーシャル・ビジネスで効果が期待される分野 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
顧客ｻｰﾋﾞｽ 新規アイデア

の迅速な創
出・具現化 



© 2012 IBM Corporation 17 

対象者 

備品と 

経費 

在宅 

頻度 

お客様サービス系部門に属する 

営業職、コンサルタント職、SE職 

定めなし 

（厳密には在宅勤務でないため） 

PC： 会社貸与 

電話： 携帯を貸与 

通信回線： 自宅は自分で用意 

オンデマンドワークスタイル 

（ODWS） 

•管理部門の社員 

•主任クラス以上 

•過去2年間の評価が 

一定以上 

週4日もしくは5日まで 週3日まで 

•管理部門の社員 

•副主任クラス以上 

•勤続1年以上 

PC： 会社貸与 

電話： 携帯を貸与 

通信回線： 自宅は自分で用意  

ホームオフィス eWork 

在宅勤務 

主たる 

勤務場所 

お客様オフィス、サテライトオフィスなど 

状況に応じ選択 

自宅またはオフィス 

（オフィスに自席なし） 

自宅またはオフィス 

（オフィスに自席あり） 

テレワークにおける2つのスタイルと制度 
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働き方の 

ルールとマナー 

テレワークのための各種資料 

在宅勤務規程 

FAQ 同意書・申請書 

適正診断チェックリスト 対象者へのアンケート 
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主要成功要因（CSF） 

 変革に対するトップの強いコミットメント 
トップによる率先垂範。トップが実行しないものに対して、社員が情熱を傾けることは難しい。 

 
 変革シーンの具体化と共有化 

ゴールイメージ（成功した姿）の早期の共有化。100人いれば100通りのイメージが存在する。 
 

 試行錯誤の繰返し 
いきなり100点満点を目指すのではなく、素早く80点に到達し、妥協せずに満点を目指す。 
 

 広報・教育の徹底 
 ハード面はもちろん、ソフト面での準備も周到に行う。 

 
 物理的な制約の仕掛け 
 変革前への後戻りを許さない仕掛けを用意する。 

 
 KPIの設定と継続的な評価 

変革の進捗を共有し、意識を高める。 
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変革移行管理とトレーニング 
Change Management & Training 

 トレーニング 
トレーニングコース製作 
トレーナー養成 
トレーニング運営手順作成 

 変革移行管理 
変革受容性調査・推移分析 
コミュニケーション施策立案・実施 
各種ワークショップ実施 

 展開計画策定 
対象部門選定 
変革スコープ設定 
スケジュール策定 

 各種方針策定 
ワークプレイス 
ITインフラ、等 

展開 

現状分析 
Assessment 

 変革ビジョン設定 
 課題インタビュー 
 現状指標調査 
 変革スコープ設定 
 

 目標シーン設定 
 目標値設定 
 施策選定 
 スケジュール策定 

 施策実行 
 トレーニング実施 
 経過指標計測 

 最終指標測定 
 アンケート実施 
 未解決課題抽出 
 評価結果分析 

 パイロット活動を通じた変革リーダーの育成、
社内認知の確立 

施策立案 
Design 

施策実行 
Transition 

評価 
Evaluation 

展開 
Expansion 

目指す“働き方”像の策定 パイロットの実施（社内成功事例をつくる） 

 変革支援のアプローチ 
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プロジェクトのゴール 

目指す働き方像の策定 

 新しい働き方における「ビジネスシーンごとの目指す姿」が描かれ、関係
者の合意が形成されている。 

施策および設備要件の定義 

 働き方像の実現に必要な施策および設備要件が定義されている。 

 上記の際の施策および設備要件ごとの期待効果、概算費用が把握*1 
され、ROIが算出されている。 

全体スケジュールの作成 

 新しい働き方の実現までの全体スケジュールが定義されている。 

ゴール1 

ゴール2 

ゴール3 
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IBMモデルおよび先進事例の 
適合可能性の検討 

 

プロジェクトアプローチ 

1. 

現状調査および 

課題整理 

4. 

必要となる 

施策の策定* 

5. 

全体スケジュールの 

作成 

2. 

目指す 

働き方像（仮案）の 

策定 

3. 

目指す 

具体案の 

策定 
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ビジネス*1 

経費申請 

50円／件 

部内ミーティング 

40,000円／回 

システム入力 

300円／件 

営業報告 

2,000円／回 

移動 

4,000円／回 

企画 

200,000円／件 

電話受け 

400円／回 

活動 

（アクティビティ） 

時間 単価 回数 
活動ごとの 

ABCコスト × × ＝ 

活動コスト算出ロジック 

管理職単価 報告書作成時間 年間作成回数 

９万６千円 １００円／分 ２４０分／１回 ４回／年 

時間増 

or 

時間減 

高単価 

or 

低単価 

回数増 

or 

回数減 

最適な 

活動コスト × × ＝ 

活動ごとに分析 

活動コスト分析 

報告書作成コスト 

現状調査および課題整理 
ABCによる「業務の見える化」の考え方 
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A B C D E F G HA B C D E F G HA B C D E F G H

契約受付 6%

顧客情報検索 6%

見積転記 5% など

受注登録 6%

課金登録 4% など
問合せ受付 6%

履歴検索 10% など

問合せ
42%

調達

11%

受注

20%

見積
15%

受付
12%

契約受付 6%

顧客情報検索 6%

見積転記 5% など

受注登録 6%

課金登録 4% など
問合せ受付 6%

履歴検索 10% など

問合せ
42%

調達

11%

受注

20%

見積
15%

受付
12%

33.5%
12.0%

77.4% 12.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

法人営業 個人営業 企画・スタッフ

会議・打合せ

19.9%

46.1%

帳票作成

22.0%

40.0%

26.0%

40.0%

14.0%

22.0%

12.0%
情報収集

その他業務

33.5%
12.0%

77.4% 12.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

法人営業 個人営業 企画・スタッフ

会議・打合せ

19.9%

46.1%

帳票作成

22.0%

40.0%

26.0%

40.0%

26.0%

40.0%

14.0%

40.0%

14.0%

22.0%

12.0%

22.0%

12.0%
情報収集

その他業務

A アクティビティリスト 
段階的に業務を詳細化して活動を定義 

B 活動単位 
活動毎の発生要因を定義 

C 単価 
人員の種類を定義 

D 時間 
活動を1回実施するために要する時間を定義 

E 回数 
活動の年間発生回数を定義 

F 年間時間（ワークロード、時間×回数）（分） 
活動毎の年間の作業時間を定義 

G ABCコスト（円：単価×年間時間） 
活動毎の通年のABCコストを定義 

H 分析指標（課題仮説に応じて付加） 
ABC分析の視点に応じた活動の分類を定義 

現状調査および課題整理 
アウトプットイメージ 

SAM
PLE

全
体
の
業
務
量

営業部門
業務全体

37.4%

12.8%

20.9%

18.9%

3.4%
②顧客管理システム
連携機能追加

③XX帳票の電子化

④工事に伴う備品の
自動発注

全
体
の
業
務
量

営業部門
業務全体

37.4%

12.8%

20.9%

18.9%

3.4%
モバイル・ワークの導入

ナレッジシェアに向け
たGW統一

コミュニケーション強化

会議スタイルの変革

SAM
PLE

全
体
の
業
務
量

営業部門
業務全体

37.4%

12.8%

20.9%

18.9%

3.4%
②顧客管理システム
連携機能追加

③XX帳票の電子化

④工事に伴う備品の
自動発注

全
体
の
業
務
量

営業部門
業務全体

37.4%

12.8%

20.9%

18.9%

3.4%
モバイル・ワークの導入

ナレッジシェアに向け
たGW統一

コミュニケーション強化

会議スタイルの変革

・・・

8 ・・・

7

ナレッジ・シェアに向けたGW統一3

・・・

5

会議スタイルの変革1

・・・

9

・・・

4

・・・

6

モバイル・ワークの導入2

XXX

XXX

情報収集
時間

XXX

会議時間
XXX

XXX

XXX

XXX

移動時間
XXX

ID 改革施策 対象業務

・・・

作業優先順位の見直しと作業
集中のリスクコントロールか必要

・・・

・・・

承認プロセスの見直しと・・・が必
要

データ利用者からの許可が必要

現行の範囲でExcelベース対応

であれば投資は最小化できる

・・・・

要件/ 条件（リスク含む）

短
期

長
期

* 投資規模基準 小規模：～1000万円 中規模：1000万円～3000万円 大規模：3000万円以上 短期：3ヶ月以内 中期：3ヶ月～6ヶ月 長期：6ヶ月以上

コミュニケーションの強化 XXX・・・

1

0

86

8

200

39

300

38

71

37

250

94

削減効果(¥M)

・・・

8 ・・・

7

ナレッジ・シェアに向けたGW統一3

・・・

5

会議スタイルの変革1

・・・

9

・・・

4

・・・

6

モバイル・ワークの導入2

XXX

XXX

情報収集
時間

XXX

会議時間
XXX

XXX

XXX

XXX

移動時間
XXX

ID 改革施策 対象業務

・・・

作業優先順位の見直しと作業
集中のリスクコントロールか必要

・・・

・・・

承認プロセスの見直しと・・・が必
要

データ利用者からの許可が必要

現行の範囲でExcelベース対応

であれば投資は最小化できる

・・・・

要件/ 条件（リスク含む）

短
期

長
期

* 投資規模基準 小規模：～1000万円 中規模：1000万円～3000万円 大規模：3000万円以上 短期：3ヶ月以内 中期：3ヶ月～6ヶ月 長期：6ヶ月以上

コミュニケーションの強化 XXX・・・

1

0

86

8

200

39

300

38

71

37

250

94

削減効果(¥M)
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施
策

お
よ

び
設

備
要

件
 

モバイル環境/端末の導入 

端末多様化（iPadなど）への対応 

オフィスレイアウトの見直し 

ペーパーレスの推進 

定
例
会
議 

日
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

提
案
書
レ
ビ
ュ
ー 

 

 

・・・ 

情
報
共
有 

課
題
解
決
の
た
め
の
討
議 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
会
議 

ビジネスシーン（活用シーン）の視点 

企
画
書
作
成 

 ビジネスシーン（活用シーン）ごとの目指す働き方像を策定します。 

 

ナレッヂデータベースの構築 

新コミュニケーションツールの導入 

・・・ 
    

目指す働き方像の策定 
考え方 
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目指す働き方像の策定 
アウトプットイメージ 

課題解決シーン

営業ソリューション開発シーン

プロジェクト進捗会議シーン
変革前変革前 変革後変革後

頻度

参加者

手法

ツール

毎週水曜日

プロジェクトメンバー

ドラフト説明、討議、持ち帰り

コピー、電話

最大2時間×3回

プロジェクトメンバー＋課題毎のエキスパート

ドラフトを元に、その場で作成

PC、プロジェクタ、ネットワーク、ナレッジDB

工数120人日 20人日

課題解決シーン

営業ソリューション開発シーン

プロジェクト進捗会議シーン
変革前変革前 変革後変革後

頻度

参加者

手法

ツール

毎週水曜日

プロジェクトメンバー

ドラフト説明、討議、持ち帰り

コピー、電話

最大2時間×3回

プロジェクトメンバー＋課題毎のエキスパート

ドラフトを元に、その場で作成

PC、プロジェクタ、ネットワーク、ナレッジDB

工数120人日 20人日

従来のスタイル 新しいスタイル

それぞれ顔を伏せて資料を参照
興味のある箇所をバラバラに発言

顔を上げて同一の画面に注目
主催者の進行に沿って全員で議論

資料をその場で配布
説明の時間が大半
その場で気付くレベルの議論に留まる

資料は事前に共有済み
資料説明は要点のみ
議論のモレが生じない・深めやすい

各自がメモを取る・議事録は終了後
決定事項、To-Doが不明確
議事録作成負荷が高い、共有が遅い

その場で決定事項や議論をメモ
決定事項、ToDoを全員で共有
議事録作成負荷の低減、共有が早い
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テレワークをサポートする各種テンプレート 

各種基準書 
会議資料作成 

ガイドライン 

KM利用 

ガイドライン 

パワーポイント 

活用ガイドライン 

Webニュース 

作成ガイドライン 

アプリ 

ケーション 

B2E ポータル ナレッジ DB ラーニングポータル 人材管理システム 

プロセス 

デジタル会議 

運営プロセス 

キャリア開発計画 

作成プロセス 

ナレッジ流通促進 

プロセス 

グローバル 

人材管理制度 

ワークプレース 

フリーアドレス
オフィス 

デジタル役
員室 

ナレッジ
キューブ 

デジタル会
議室 

ナレッジ ス
タジオ 
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ご清聴ありがとうございました 


